
「文
ぶん

法
ぽう

をやさしく」（現
げん

在
ざい

「文
ぶん

法
ぽう

を楽
たの

しく!!」）の「受
う

け身
み

(1)」「受
う

け身
み

(2)」には受
うけ

身
み

文
ぶん

についての詳
くわ

しい説
せつ

明
めい

があります。今
こん

回
かい

はそれらの説
せつ

明
めい

を踏
ふ

まえたうえで、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の皆
みな

さんから出
で

た、受
うけ

身
み

の二
ふた

つの質
しつ

問
もん

につい

てお答
こた

えしたいと思
おも

います。

その前
まえ

に受
うけ

身
み

の復
ふく

習
しゅう

を兼
か

ねて、問
もん

題
だい

です。次
つぎ

の問
もん

題
だい

について考
かんが

えてく

ださい。友
とも

達
だち

と話
はな

し合
あ

ってみるとおもしろいかもしれません。

問
もん

題
だい

１：「ほめられサロン」という、インターネット上
じょう

のバーチャルな

店
みせ

があるそうです。どんな店
みせ

だと思
おも

いますか。

問
もん

題
だい

２：「いじめ問
もん

題
だい

」がなくなりませんが、あなたはいじめっ子
こ

と 

いじめられっ子
こ

のどちらに問
もん

題
だい

があると思
おも

いますか。

問
もん

題
だい

３：ほめられて育
そだ

った子
こ

と、叱
しか

られて育
そだ

った子
こ

では、大
お と な

人になっ

てどんな違
ちが

いが出
で

ると思
おも

いますか。

問
もん

題
だい

に対
たい

しては、こちらからは特
とく

に答
こた

えは出
だ

しません。話
はな

し合
あ

ったり

自
じ

分
ぶん

で調
しら

べたりして、考
かんが

えてみてください。では、質
しつ

問
もん

に入
はい

ります。

【学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からの質

しつ
問
もん
１】

「私
わたし

は足
あし

を踏
ふ

まれた」という文
ぶん

は、「私
わたし

は足
あし

が踏
ふ

まれた」という言
い

い方
かた

にしても通
つう

じますか。また、「何
なに

かとられましたか」という文
ぶん

では、「何
なに

か」の後
うし

ろに省
しょう

略
りゃく

されているのは「が」か「を」のどちらですか。

【学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からの質

しつ
問
もん
２】

「泥
どろ

棒
ぼう

にかばんが盗
と

られました」はおかしい文
ぶん

だと思
おも

いますが、例
たと

え

ば次
つぎ

の会
かい

話
わ

で「かばんが盗
と

られた」は、私
わたし

には正
ただ

しく感
かん

じられるんです

が…。

＜交
こう

番
ばん

で＞

私
わたし

：かばんが盗
と

られたんです。

警
けい

官
かん

：誰
だれ

にですか。

私
わたし

：知
し

らない泥
どろ

棒
ぼう

にです。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の質
しつ

問
もん

１と２は、同
おな

じことが問
もん

題
だい

になっています。受
うけ

身
み

文
ぶん

には

いくつかの種
しゅ

類
るい

があって、その一
ひと

つに、主
しゅ

語
ご

（多
おお

くの場
ば

合
あい

「私
わたし

」）の所
しょ

有
ゆう

物
ぶつ

・体
からだ

の一
いち

部
ぶ

などに影
えい

響
きょう

（多
おお

くの場
ば

合
あい

、被
ひ

害
がい

・迷
めい

惑
わく

ですが、次
つぎ

の(3)

のようにそうでない時
とき

もあります）が及
およ

んだ時
とき

に用
もち

いる受
うけ

身
み

文
ぶん

（以
い

降
こう

、

「所
しょ

有
ゆう

受
うけ

身
み

文
ぶん

」と呼
よ

ぶ）があります。基
き

本
ほん

的
てき

には、「 主
しゅ

語
ご

が／は 誰
だれ

か に 

所
しょ

有
ゆう

物
ぶつ

・体
からだ

の一
いち

部
ぶ

を Ｖ（ら）れる」の形
かたち

をとります。

(1) 私
わたし

は子
こ

供
ども

にカメラをこわされた。

(2) 私
わたし

は電
でん

車
しゃ

の中
なか

で（隣
となり

の人
ひと

に）足
あし

を踏
ふ

まれた。

(3) 先
せん

生
せい

に作
さく

文
ぶん

をほめられた。

所
しょ

有
ゆう

受
うけ

身
み

文
ぶん

「（主
しゅ

語
ご

が／は）ＮをＶ（ら）れる」の「Ｎを」は、「Ｎが」

にはなりません。

(1)’ ？私
わたし

は子
こ

供
ども

にカメラがこわされた。

(2)’ ？私
わたし

は電
でん

車
しゃ

の中
なか

で（隣
となり

の人
ひと

に）足
あし

が踏
ふ

まれた。

(3)’ ？先
せん

生
せい

に作
さく

文
ぶん

がほめられた。

「Ｎが」が用
もち

いられない理
り

由
ゆう

は、「所
しょ

有
ゆう

受
うけ

身
み

文
ぶん

の中
ちゅう

心
しん

はあくまでも主
しゅ

語
ご

(多
おお

くは「私
わたし

」)で、その主
しゅ

語
ご

が自
じ

分
ぶん

の状
じょう

況
きょう

・状
じょう

態
たい

を訴
うった

えようとしてい

る時
とき

に、新
あら

たに出
で

来
き

事
ごと

や情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える「Ｎが」が現
あらわ

れるのはそぐわない」

ためと考
かんが

えられます。

「が」は、出
で

来
き

事
ごと

が起
お

こった時
とき

や何
なに

か変
へん

化
か

があった時
とき

などに、それを

「発
はっ

見
けん

」して、伝
つた

える働
はたら

きがあります。次
つぎ

のような場
ば

合
あい

は、すべて「が」

になります。（参
さん

照
しょう

：文
ぶん

法
ぽう

を楽
たの

しく「は」と「が」(1) 2006/01）

(4) あ、バスが来
き

た。

(5) あそこに子
こ

猫
ねこ

がいる。

(6) 地
じ

震
しん

だ。地
じ

震
しん

が起
お

きた。

(7) ＜財
さい

布
ふ

を開
あ

けて＞あ、お金
かね

がない。

ですから、質
しつ

問
もん

２＜交
こう

番
ばん

で＞のような会
かい

話
わ

は間
ま

違
ちが

いではありません。

そこでは「かばんを盗
と

られた」ことが出
で

来
き

事
ごと

として、新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

として

伝
つた

えられています。このような場
ば

合
あい

は「かばんが盗
と

られた」も、単
たん

独
どく

文
ぶん

として適
てき

切
せつ

になります。

インターネットで、どのような文
ぶん

脈
みゃく

で「ＮがＶ(ら)れる」が使
つか

われて

いるか探
さぐ

ってみました。検
けん

索
さく

して出
で

てきた例
れい

文
ぶん

の中
なか

で「足
あし

が踏
ふ

まれる」

が比
ひ

較
かく

的
てき

多
おお

かったので、「足
あし

が踏
ふ

まれる」で考
かんが

えます。

(8) 満
まん

員
いん

電
でん

車
しゃ

のなかで、自
じ

分
ぶん

の足
あし

が踏
ふ

まれた。彼
かれ

はその時
とき

足
あし

を踏
ふ

まれ 

ながら、－中
ちゅう

略
りゃく

－じっと耐
た

えていたというのです。

(9) エスカレーターに乗
の

った時
とき

に、足
あし

が踏
ふ

まれたことに気
き

づいた。 

頭
あたま

を横
よこ

にしてよく見
み

たら、ある坊
ぼう

やが私
わたし

の足
あし

を踏
ふ

んでいた。

文
ぶん
法

ぽう
を楽

たの
しく‼ 「受

うけ
身

み
文

ぶん
」
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(10) うかつあやまり： たとえば相
あい

手
て

に自
じ

分
ぶん

の足
あし

が踏
ふ

まれた時
とき

に、 

「すみません、こちらがうかつでした」と自
じ

分
ぶん

が 謝
あやま

ることで、 

その場
ば

の雰
ふん

囲
い

気
き

をよく保
たも

つこと。

(8)は言
い

い切
き

りの形
かたち

で、(9)は名
めい

詞
し

節
せつ

「～こと」の中
なか

で、(10)はトキ節
せつ

「～時
とき

に」の中
なか

で使
つか

われています。(8)～(10)に共
きょう

通
つう

しているのは、主
しゅ

語
ご

は省
しょう

略
りゃく

されていて「足
あし

が踏
ふ

まれた」ということだけを述
の

べていることで

す。主
しゅ

語
ご

になる人
ひと

ではなく、むしろ、「足
あし

が踏
ふ

まれた」ことに視
し

点
てん

が置
お

かれ、それに対
たい

してどうしたか、どう思
おも

ったか、どうするかということ

が中
ちゅう

心
しん

になっています。

いくつかの例
れい

を見
み

て結
けつ

論
ろん

として言
い

えるのは、「ＮがＶ（ら）れる」は

受
う

けた影
えい

響
きょう

について、それを一
ひと

つの出
で

来
き

事
ごと

として伝
つた

えたり述
の

べたりする

時
とき

に、単
たん

独
どく

で使
つか

うことができるということです。

では次
つぎ

の質
しつ

問
もん

に移
うつ

ります。次
つぎ

の質
しつ

問
もん

は自
じ

動
どう

詞
し

の受
うけ

身
み

に関
かん

するものです。

【学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からの質

しつ
問
もん
３】

「私
わたし

の子
こ

供
ども

が泣
な

いた」を受
うけ

身
み

にすると、「私
わたし

は子
こ

供
ども

に泣
な

かれた」にな

るが、私
わたし

には「子
こ

供
ども

に泣
な

かれて、困
こま

った」より「子
こ

供
ども

が泣
な

いて、困
こま

った」

のほうが分
わ

かりやすいような気
き

がします。

【学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からの質

しつ
問
もん
４】

自
じ

動
どう

詞
し

の受
うけ

身
み

は話
はな

し言
こと

葉
ば

にはあまり使
つか

われないのではないでしょう

か。「訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

員
いん

に来
こ

られて困
こま

った」と「訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

員
いん

が来
き

て困
こま

った」で

は、迷
めい

惑
わく

の程
てい

度
ど

はどちらが強
つよ

いのですか

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

に当
あ

たる先
せん

生
せい

方
がた

の中
なか

には、自
じ

動
どう

詞
し

受
うけ

身
み

こそ被
ひ

害
がい

・迷
めい

惑
わく

を

表
あらわ

す典
てん

型
けい

的
てき

な、日
に

本
ほん

的
てき

な受
うけ

身
み

なのだから、教
おし

えたほうがいいという考
かんが

え

方
かた

と、「訪
ほう

問
もん

員
いん

に来
こ

られて困
こま

った」「子
こ

供
ども

に泣
な

かれてしまった」などと言
い

わなくても、「訪
ほう

問
もん

員
いん

が来
き

て困
こま

った」「子
こ

供
ども

が泣
な

いてしまった」と言
い

って

も同
おな

じなので、教
おし

える必
ひつ

要
よう

はないという考
かんが

え方
かた

があります。

先
せん

日
じつ

テレビを見
み

ていたら、原
げん

発
ぱつ

の被
ひ

害
がい

を受
う

けた福
ふく

島
しま

県
けん

のある小
ちい

さい町
まち

の町
ちょう

内
ない

会
かい

の会
かい

長
ちょう

さんが次
つぎ

のようなことを、本
ほん

当
とう

に困
こま

ったという感
かん

じで言
い

っていました。

会
かい

長
ちょう

：町
ちょう

内
ない

会
かい

をちゃんと立
た

て直
なお

したいのだけれど、たくさんの人
ひと

に 

引
ひ

っ越
こ

されてしまって…。

ここでは、「たくさんの人
ひと

が引
ひ

っ越
こ

してしまって」と言
い

ってもいいの

ですが、「引
ひ

っ越
こ

されてしまって」と言
い

うことで、そして、それを他
ほか

の

人
ひと

が聞
き

くことで、ああ、会
かい

長
ちょう

さんは本
ほん

当
とう

に困
こま

っているのだということが

よく分
わ

かりました。

インターネットで「泣
な

かれる」「死
し

なれる」の使
し

用
よう

状
じょう

況
きょう

を見
み

てみると、

多
おお

くの例
れい

がありました。その一
いち

部
ぶ

を紹
しょう

介
かい

します。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子

こ
（日

に
本
ほん
語

ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師

し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

  2014 年 7 月

(11) 仕
し

事
ごと

を辞
や

めてほしいと子
こ

供
ども

に泣
な

かれました…迷
まよ

っています…。

(12) 彼
かの

女
じょ

に「化
け

粧
しょう

変
か

えたね、どうしたの？」と聞
き

いたら泣
な

かれた。 

 間
ま

違
ちが

った事
こと

は言
い

ってないと思
おも

うんだが。

(13) 私
わたし

さ、銀
ぎん

さんに先
さき

に死
し

なれちゃ困
こま

るよ。

(14) 高
こう

齢
れい

者
しゃ

の “病
びょう

院
いん

死
し

” が普
ふ

通
つう

になると、私
わたし

たちは身
み

内
うち

の死
し

を目
め

の前
まえ

で見
み

ることがなくなりました。家
か

族
ぞく

は、「ここで死
し

なれたら面
めん

倒
どう

臭
くさ

い」「怖
こわ

い」と、自
じ

宅
たく

を死
し

に場
ば

所
しょ

として認
みと

めなくなりました。

(11)(12) は「泣
な

かれる」、(13)(14) は「死
し

なれる」の例
れい

です。(11) は

母
はは

親
おや

の気
き

持
も

ち、(12)は彼
かの

女
じょ

のある男
だん

性
せい

の気
き

持
も

ちを表
あらわ

しています。いずれ

も主
しゅ

語
ご

は「私
わたし

」（(11)では、私
わたし

が「泣
な

かれた・迷
まよ

っている」、(12)では、

私
わたし

が「聞
き

いた・泣
な

かれた」)で、私
わたし

の気
き

持
も

ちが一
いっ

貫
かん

して表
あらわ

されています。

「子
こ

供
ども

が泣
な

いた」「彼
かの

女
じょ

が泣
な

いた」でも間
ま

違
ちが

いではありませんが、１文
ぶん

や

文
ぶん

の集
あつ

まりである文
ぶん

章
しょう

を通
とお

して主
しゅ

語
ご

が一
いっ

貫
かん

されていると、理
り

解
かい

しやすい

し、情
じょう

感
かん

が伝
つた

わります。

(13) も「困
こま

る」のは「私
わたし

」であり、主
しゅ

語
ご

の一
いっ

貫
かん

性
せい

として「( 私
わたし

が ) 死
し

なれちゃ」となっています。(14)は、やはり家
か

族
ぞく

の面
めん

倒
どう

くさい、怖
こわ

いと

いう気
き

持
も

ちの原
げん

因
いん

が、「（家
か

族
ぞく

が、高
こう

齢
れい

者
しゃ

に）死
し

なれたら」と自
じ

動
どう

詞
し

受
うけ

身
み

で表
あらわ

されています。

このような文
ぶん

を見
み

ていて、私
わたし

は、日
に

本
ほん

語
ご

に自
じ

動
どう

詞
し

受
うけ

身
み

がある以
い

上
じょう

、

やはり教
おし

えるべきだと考
かんが

えています。教
おし

え方
かた

に工
く

夫
ふう

をして、あまり口
こう

頭
とう

練
れん

習
しゅう

をしなくても、理
り

解
かい

表
ひょう

現
げん

としてなぜそういう表
ひょう

現
げん

があるかを日
に

本
ほん

の

文
ぶん

化
か

の一
ひと

つとして説
せつ

明
めい

してほしいと思
おも

っています。

どのレベルの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

から自
じ

動
どう

詞
し

受
うけ

身
み

のニュアンスの違
ちが

いが分
わ

かるこ

とが必
ひつ

要
よう

なのか、また、ニュアンスの違
ちが

いを分
わ

かってもらう（使
つか

い方
かた

が

分
わ

かる）ためには、文
ぶん

脈
みゃく

がはっきりした、自
し

然
ぜん

な文
ぶん

章
しょう

の中
なか

で出
だ

す必
ひつ

要
よう

が

あるということも、今
こん

後
ご

、指
し

導
どう

する側
がわ

が考
かんが

えなければならない問
もん

題
だい

だと

思
おも

います。

参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

菊
きく

地
ち

康
やす

人
と

・増
ます

田
だ

真
ま

理
り

子
こ

(2009)「初
しょ

級
きゅう

文
ぶん

法
ぽう

教
きょう

育
いく

の現
げん

状
じょう

と課
か

題
だい

」『日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

』 

9月
がつ

号
ごう

 明
めい

治
じ

書
しょ

院
いん
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